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「尼崎市職員パラレルキャリア応援制度」を創設します！ 

【当該制度の運用は阪神間では初となります】 

 

社会・地域貢献につながる職務以外の活動に参加することは、社会や地域の課題解決に必要な強

みを育むとともに、ワークライフバランスも向上し、公私共の充実などの相乗効果も期待できます。 

地方公務員には営利企業等の従事制限がありますが、このような守るべきルールを踏まえたうえ

で様々な活動に携わり、多様なキャリア形成にチャレンジすることは可能で、すでに本市でも地域

貢献やユニークな活動で活躍する職員がいます。 

そこで、この度、地域や社会で活躍する職員やこれから挑戦しようとする職員の後押しと庁内に

おける理解促進を目的として、「尼崎市職員パラレルキャリア応援制度（＝「パラキャリ応援制度」）」

を次のとおり創設します。 

 

１ 制度の内容 

（１）相談窓口の設置  

活動を行うにあたって、判断に迷っている場合や制度の説明などを行うため、相談窓口（人

事課）を設置し、職員からの相談に応じる体制を構築します。 

 

（２）届出制度の創設  

地方公務員の営利企業等の従事制限による許可の要不要に関わらず、本市業務と社会・地域

貢献活動を両立する、しようとする職員からの届出を受け付ける「届出制度」を創設し、挑戦

する職員の輪を広げるとともに、活動における職場での理解とノウハウの共有につなげていき

ます。 

 

２ 対象となる社会・地域貢献活動 

 ・保護司や民生委員、電話相談員などの無報酬の公益活動 

 ・ＰＴＡや町内会役員など地域団体における無報酬の活動 

 ・ＮＰＯや公益法人等の役員として報酬を受けて行う活動 等 

 

３ 活動地域の範囲 

尼崎市内外を問わない 

 

４ 制度開始日 

  令和３年１月１日（金） 

                         以 上                                    

令和２年１２月２１日 

所 属 人事課 

所属長 松長 寿枝 

電 話 06－6489－6177 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許可申請が必要 

市と利害関係のある団体、職務に支
障が出る場合など、認められないケ
ースもあります 

報酬をもらって公益法人や NPO 等の役

員等はできますか？ 

講演や原稿執筆を行うことになり、講演

料や原稿料をもらうのですが・・・ 

講演料や原稿料は、労働の対価とな

る「報酬」ではありません 

交通費など実費支給のみを受け取る
場合、申請は必要ありません 

無報酬で保護司や民生委員、電話相談員

などの公益活動をしたいのですが。  
許可不要 

要許可 

ご注意 

社
会
・
地
域
貢
献 

無報酬で PTA や町内会等の地域団体の

役員をすることになりました。 

報酬をもらって地域のスポーツ少年団の

指導者等はできますか？ 

手当が発生しない場合、申請は必要
ありません 

許可申請が必要 

報酬が発生する場合は、申請が必要
です 

 
許可不要 

要許可 

原則認められないケース 

・営利を目的とする会社の役員に就任 

  ・当該活動が職務遂行に大きな影響を与える恐れがある 等 

 
許可不要 

自
己
実
現 

 

 

 

 



 

 

 

商店街イベントでチケット売り 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草屋根の会、園田朝

カフェの会、時間外の

各種セミナーへの参

加・講演、面白いこと

をやっている人がいる

まちのまち歩きで人脈

を広げています。 

活 動 内 容 

セミナー等に顔を出して面白い人と積極的につ

ながることで、仕事の考え方の幅や自分の視野が

広がっただけでなく、落ち込んだ時でも、頑張っ

ている人のパワーをもらい、またやる気が湧いて

きます。知り合った方に、職員向けの講義や職員

の現地視察のご案内をしていただくことで、私だ

けでなくまわりの職員の考え方の幅も広がればな

ぁと思っています。 

活動していて良かったと思う点 

マジックショーは、相手の気持ちを考えて臨機

応変に対応する必要があり、柔軟に対応するとい

う姿勢が相談支援業務にも活用できました。 

また、地域の関係機関の方に自身の活動を知っ

ていただくことで、関係が良くなり、担当業務を

円滑に遂行できる機会が増えました。 

休日の活動も多いですが、その分仕事や家庭を

大事にしようという意識が強くなりました。 

活動していて良かったと思う点 

 子どもが生まれ、仕事や社会活動に使える時間

が減り、無力感を感じる中で「父親が家庭にコミ

ットすることが社会を良くする」という考えに出

会い、救われた気がします。自身の働き方を根底 

から見直し、短時間で成果を出す方法を日々研究、

実践しています。家族との関係構築は最重要課題

ですが、家事と両立しようと努力する姿を見せる

ことで妻の理解が得られていると信じます。 

活動していて良かったと思う点  

「父親であることを楽

しむ」をモットーに、子

どもとの関わり方やＷ

ＬＢの研究、父親向け

イベントの運営等をし

ています。 

活 動 内 容 

 

尼崎を良くしようと頑張る地域の方々と出会う

きっかけになり、配属先の業務だけでは得られな

い尼崎の課題を知るきっかけとなっています。 

また、これまで年次休暇を取得する理由がなく

仕事ばかりの生活になっていたが、積極的に取得

するようになり生活が豊かになっていると感じて

います。 

活動していて良かったと思う点 
 

 保護観察活動、犯罪

予防活動、青少年健全

育成活動などを行い、

犯罪のない明るい社会

を目指して更生保護に 

取り組んでいます。 

活 動 内 容 

 

地域のイベントや、

学校・保育所などで手

品を披露するほか、献

血を推進するヒーロー

「けんけつ係長」の活

動もしています。 

活 動 内 容 


